






































































亡命以前の1656年，同じドロンヌ伯爵に宛てた書簡の形で述べられた (Sur les plai ・
sirs) の中で「幸福に暮らすには，人生について余り考えるのではなく，いわば自分の外
へどんどん出ていくべきである。そして外の事物が与えてくれる楽しみのただ中では，自













さてサン・テヴルモンが「老年J を主題にしている作品としては， (A Monsieur le 
Mar馗hal de Créqui, qui m' avoit demand? il y a quinze ou seize ans en quelle 
situation estoit mon esprit et ce que je pensois sur toutes choses dans ma vieiト
lesse ) の中で 1685年か 1686年頃に加筆されたと考えられる初めの数ページと，同ピく













ところでこの作品とやはり閉じ頃に書かれた (Sur la morale d' Epicure) を見ると，
そこにはエピクロスに倣った サン・テヴルモンの幸福感の基調をなす表現を見出すこと
ができる。即ち「快楽を愛することと，苦痛を避けることが第一にして，最も自然な人間
の感情(11) j というものである。けれども，この作品では indolence に関して (Créqui) の
とは少し違った態度を見せている。つまり， r無感覚 (indolence) や精神の平静さという
のは，弱々しくやつれたエピクロスの最高普となるべきものである (13) J と一見エピクロス



















さに由来するもので，混じりけのない喜びを鋭敏に感じとることなのである (1司 4 ここでは
(Cr句ui) で述べている事と大きな差は認められなくて，老年期に限らずとも indolence
が人間の幸福の一条件には違いない。
以上三つの作品の中で indolence という語の意味する所を見た訳だが，中では (Sur la 
morale d' Epicure) において少々調子の違う表現となっていた。しかし先に述べたよう
に，サン・テヴルモンにとっては，健康な肉体の感じる快がまず第ーにあり，次に精神的
快としての indolence の必要を認めていると考えるのが妥当であろう。
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